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ス
リ

ー

ナ

イ

ン

九
九
九
、
飛
躍
！

新

し

い

ミ

レ

ニ

ア

ム

へ
の
」旅

立

ち

第
30
回
在
京
白
堊
会
総
会
を
終
え
て

私
た
ち
昭
和
42
年
卒
の
在
京
疾
風
会
は
、

「
九
九
九
、
飛
翔
！

新
し

い
ミ
レ

ニ
ア
ム

へ
の
旅

立

ち

」
と

い
う

キ

ャ

ッ
チ

フ
レ

ー

ズ

を
掲
げ
、
第
30
回
在
京
白
堊
会
総
会
の
幹
事

役
を
務
め
さ
せ

て
い
た

だ
き

ま
し
た
。

母
校

の
大
先
輩
・
宮

沢
賢

治

の

「
銀
河
鉄

道

の
夜

」
と
、

ア

ニ
メ
の
名
作

「
銀
河
鉄
道

九
九
九

」
に
引

っ
か
け

て
、

21
世

紀

に
向
け

て
大
き
く
羽
ば
た

こ
う

と

い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ

を

こ
め
ま
し
た
が
、

い
か

が
で
し

た
で
し

ょ

う
か
。

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で
も

P

R
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第30回在京白堊会絶会の様子は疾風会ホームページ

でご覧いただ けます。

約 230人の “白堊人”が一堂に

（ 5 月 13 日、 青 山 フ ロ ラ シオ ン）

今
年

は

い
ろ

い
ろ

な
点

で
、

大
き

な

エ

ポ

ッ
ク

に
な

っ
た
と

思

い
ま

す
。

ホ

ー

ム

ペ
ー
ジ
や
電

子
メ
ー
ル
な
ど
多
様
な

メ
デ

ィ

ア
が
普
及
し
、
同
窓
会

の
P

R
や
連
絡

の
手

段

と
し

て
身
近

に
活
用

で
き
る

よ
う

に
な

っ

た
か
ら
で
す
。
今

回
、
幹
事

の
佐
藤
泰
久

さ

ん
が
立
ち
上
げ

て
く
れ
た

「
疾
風
会

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
は
、
在
京
白
堊
会
の
活
動
を
若
手

会
員
ら
に
知
っ
て
も
ら
う
う
え
で
、
た
い
へ
ん
役
に
立
ち
ま
し
た
。
電
子
メ
ー
ル
は
、
幹
事
間
の
連
絡
や
会
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
手
段
と
し
て
、
と
て
も
便
利
で
し
た
。
ま
た
、
節
目
節
目
で
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
も
活
用
し
ま
し
た
。
今
回
、
私
た
ち
は
オ
ー
ル
疾
風
会
と
い
う
こ
と
で
、
盛
岡
の
本
部
を
は
じ
め
全
国
の
会
員
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
の
周
知
の
た
め
の
機
関
紙
と
し
て
「
疾
風
会
だ
よ
り
」
を
五
回
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
簡
単
に
編
集
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
お
か
げ
で
す
。
記
録
用
な
ど
に
映
像
も
活
用
し
ま
し
た
。
特
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
練
習
時
間
が
な
か
な
か
と
れ
な
い
た
め
、
ダ
ン
サ
ー
に
は
自
主
練
習
用
ビ
デ
オ
を
配
布
し
ま
し
た
。
約
一
時
間
に
ま
と
め
た
今
回
の
記
録
ビ
デ
オ
は
、
希
望
者
に
二
千
円
で
お
分
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
活
字
を
は
じ
め
、
電
子
か
ら
映
像
ま
で
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用
し
た
の
が
、
3
0
回
を
迎
え
た
今
回
の
総
会
の
特
長
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
徹
底
的
に
一
高
の
伝
統
と
手
作
り
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
便
利
な
デ
ジ
タ
ル
は
、
ア
ナ
ロ
グ
の
心
を
も
っ
て
利
用
し
て
こ
そ
生
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
猛
者
（
土
人
）
踊
り
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
白
堊
魂
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
は
理
性
を
超
越
し
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
を
痛
感
す
る
と
同
時
に
、
幹
事
と
し
て
汗
を
か
い
て
侶
じ
め
て
、
そ
の
神
髄
の
よ
う
な
も
の
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
疾
風
会
は
、
今
回
の
幹
事
役
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
い
絆
が
で
き
ま
し
た
。
（
昭
和
4
2
年
卒
山
田
武
秋
）
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「
世に詠われし浩然の 大気をここにあつめたる、…‥」

「 ノー ナマ ニ サ パ ヤ ンプ リマ～ 」

土 人 踊 りを ジ ャズ ダ ンス風 に
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経
済
の
国
際
化
と
精
神
文
化

川
村
六
郎

（
昭
和
29
年
卒
）

今

日
本

の
す

べ
て
の
企
業

は
、
平
成

十

二

年

四
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
戦

後
最
大

の
企

業
会
計
基
準
（
制
度
）

の
改
革
を
前
に
切
迫

し
た
対
応
を
迫
ら
れ
、
経
営
を
根
幹
か
ら
見

直
す
大
改
革

に
取
り
組

ん
で

い
ま
す
。
そ

の

背
景
に
は
会
計
基
準
の
国
際
的
調
和
が
絶
対

的

に
求
め
ら
れ
、
本
当

の
意
味

で
日
本

の
鎖

国
政
策
が
破
綻
し
、
開
国

へ

一
歩
踏

み
出
し

ま
し
た
。

経
営
者
は
、
明
治
維
新

の
武
士
の
変
貌
以

上

に
、
経
営
環
境

の
激
変

に
、

日
夜

苦
吟
し

な
が
ら
企
業

の
構
造
改
革

に
取
り
組

ん
で

い

る

の
が
現

況

で
す

。

こ
れ

は

い
わ

ゆ
る

グ

ロ
ー

バ

ル

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

（
国
際
会
計
基

準
）
の
経
済
社
会
に
日
本
も
組
み
込
ま
れ
る

こ
と

で
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、

ア

ン
グ

ロ
サ

ク
ソ
ン
の
論
理
が
世
界
を
席
巻

し
、
日
本

の

文

化
論

が
経
済

の
局
面

で
は
通
用
す
る
余

地

は
少
な

い
と

い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し

こ
れ
は
資
本

の
論
理

の
世
界

で
の

話

で
、

日
本

の
伝
統
・
文
化

に
お

い
て
は
、

ま
す
ま
す
民
族

と
し

て
の
特
性
が
重

要
視

さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
戦
後
わ
れ

わ
れ

は
、

よ

っ
て
立

つ
精

神
的

基
盤

（
基

準
）
を
見
失

い
、

日
本
人

は
ど
ん
な
国
民
性

な

の
か
、
あ

る
い
は
世
界

の
な
か
で
ど
ん
な

特
性
を
持

っ
た
民
族

な
の
か
、
判
然
と
し
な

く
な

っ
て
い
ま
す
。

日
本

は
古
来
儒
教

の
文
化
圏

に
あ
り
、
無

意
識

の
う
ち

に
わ
れ
わ
れ

の
精
神
構
造

は
そ

の
影
響
下

で
育
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
封
建

的

と
い
う

こ
と

で
、
戦
後
す

べ
て
が
否
定

さ

れ
ま
し
た
が
、
果
し

て
よ
か

っ
た

の
で
し

ょ

う

か
。

私

は
、
幼
少
時

代
か
ら
わ
れ
わ
れ

の
精
神

の
基
盤
を

作

っ
て
く
れ

た
岩

手

の
風
土
、

そ
し

て
盛
岡
就
く
盛
岡

一
高
で
多
感

な
少
年
時
代
を
過
ご
し
た

こ
と

に
、
言

い
尽
く

せ
な
い
感
謝

の
念
を
持

っ
て

い
ま
す
。
自
由
闊
達

な
校
風

の
な
か

で
個
人

の
尊
重

と
競
争

の
厳
し
さ
を
教
え
ら
れ
た
、

ま

こ
と

に
肥
沃

な
風
土

で
し
た
。

盛

岡

一
高

の
卒
業
生

は
、
官
公
庁
関
係

で

の
活
躍
が
多

い
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
。

ま
た
、
西
武
百
貨
店

の
堀
内
社
長
は
昭
和

41

年
卒

で
あ
り
、
業
界

の
仲
間
と
し

て
先

日

一

献

傾
け
ま
し
た
。
堀
内
氏

は
明
確
な
ビ
ジ

ョ

ン
を
持

っ
た
経
営
者

で
、
業
界
人
と
し

て
心

強

く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
後
輩

の
皆
さ

ん
も
、

「
経
済

」
の
分
野
を
目
指
し

て
も
ら

い
た

い
も

の
だ

と

思

い
ま

す

。

（
京
王
百
貨
店
㈱
社
長
）

白堊人脈

「
岩
手

の
心
」
を
弦

に
響
か

せ

松坂典子 さん （平成 2 年卒）

「
五
月

の
柳

の
北
上

川
で

馬

こ
チ

ャ
グ

チ

ャ
グ
鈴

が
鳴

る
・

、
・

」。

こ
れ
は
、

琴
奏
者

の
松
坂
典
子
さ
ん

（
平
成

二
年
卒
）

が
、
肋争
曲

の
た
め

に
編
曲
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
で
演
奏
し
た

「
チ
ャ
グ
チ

ャ
グ
馬

コ
に
よ
る
小
さ
な
変
奏
曲

」
の

一
節
で
す
。

筆
曲
界
の
ホ
ー
プ
、
松
坂
さ
ん
は
盛
岡

一

高
を
卒
業
後
、
東
京
芸
術
大
学
邦
楽
科
・

大

学

院
を
修
了
、
ド

イ
ツ
公
演

や
フ
ラ
ン
ス
で

の
世
界
民
族
音
楽

フ

ェ
ス
テ
パ

ル
な
ど

に
出

演
、
日
本

の
琴

の
美
し

い
音
色
を
海
外

に
紹

介
し
て

い
ま
す
。

一
高
時
代

は
、
応
援
団

の

〝追

っ
か
け
〟

で
、

「
男

子
に
生
ま

れ
て
い
た
ら
・
・

」
と

夢
見
た
と
の

こ
と
。

ま
た
、
運
動
会

の

「
白
亜
幼
稚
園
」
で
は
、
芸
大
の
先
輩
で
も
あ
る

ピ

ア

ニ
ス
ト
の
森
和
英
さ

ん

（
S
63
年
卒
）

と
は
園
長

と
園
児

の
間
柄
？
。

来

年

二
月

に
東

京

公
演

が

予
定

さ

れ
、

「
岩
手

の
心
」
を
弦

に
響
か
せ

て
く
れ

る
で

し

ょ
う
。

創
立

の
思

い
出

八
重
畑
達
男
（
昭
和
18
年
卒
）

昭
和
四
十
四
年
五
月
十
三
日
、
上
野
精
養

軒
に
て
、
在
京
白
壁
会
創
立
総
会
が
百
余
名

の
参
加
を
得

て
、
盛
大

に
懐
古
と
感
激

の
裡

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

歓
談

の
う
ち

に
酒

が
す
す

み
、
上
野

の
森

に
応
援
歌
、
校
歌
を
高
吟
し
ま
し
た
。
甲
子

園
野
球
大
会

で
は
、
準

々
決
勝
ま

で
進
出
し
、

沖
縄
興
南
高
校

と
対
決
し

た
の
で
し
た
。
本

土
返
還

の
直
前

で
観
衆

は
敵

に
声
援
を
送
り
、

残
念
な
が
ら
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
バ

ン
カ
ラ

応
援
団
と
我
が
校
歌
を
全
国

に
披
露
し
感
働

さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
昭
和

四
十
五
年

は
母
校

の
創
立

九
十
年

で
、
意
気
盛
ん
な
時
代

で
し
た
。
白

亜
会

の
事
務
所
を
、
岩
銀
東
京
支
店
ビ
ル
の

工
藤

祐
正
さ
ん

の
法
律
事
務
所

に
お
願

い
し

ま
し
た
が
、
基
金
が
皆
無

で
世
話
人
達
が
神

田
駅
前

の
飲
み
屋

で

「
募
金
願

い
総
会
」
の

案
内
を
発
送
す
る
始
末
で
し
た
。

総
会

で
飲
み
過
ぎ
資
金
不
足
が
判
然
し
た

時
は
、
帽
子
を
会
場

で
回
し
先
輩
諸
兄

に
大

層
ご
迷

惑
を
か
け
温
情

に
甘
え
た
事
も
あ
り

ま
し
た
。
そ

の
後

は
、
年

々
歳

々
幹
事
期

の

方

々
の
工
夫
努
力
が
効
を
奏
し
、
大
勢

の
ご

婦
人

の
参
加

が
花
を
添
え
感
謝
感
激

で
す
。
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運
営
体
制
、
固
ま
る
幹
事
の
確
認
願
い
ま
す
平
成
十
一
年
度
の
在
京
白
堊
会
の
運
営
体
制
が
固
ま
り
ま
し
た
。
事
務
局
の
変
更
（
4
面
参
照
）
も
あ
り
、
新
役
員
は
左
の
通
り
と
な
リ
ま
す
。
ま
た
、
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
各
卒
業
年
次
の
幹
事
は
、
下
の
名
簿
の
通
り
で
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
も
し
、
追
加
、
変
更
・
誤
り
が
あ
れ
ば
ご
容
赦
い
た
だ
き
、
事
務
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
さ
ら
に
、
各
同
期
会
の
「
愛
称
」
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
例
え
ば
、
昭
和
4
2
年
卒
同
期
会
は
「
在
京
疾
風
会
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
と
り
ま
と
め
て
、
次
号
に
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
在
京
白
堊
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
は
約
三
千
五
百
人
で
す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
名
簿
確
認
を
し
て
拡
大
い
た
し
ま
す

。
事
務
局
長

事
務
局
次
長

会

計

馬
場

信
（
S
41
）

白
石
源
次
郎
（
S
41
）

岩
澤

新
治
（
S
45
）

岩
瀬
佐
千
世
（
S
48
）

S 12

S 13

S 14

S 15

S 16

会

長

副

会

長

常

任

幹

事

及
川

昭
伍

（
S
25
）

大
平

洋
司
（
S
26
）

八
重
畑
達
男

（
S
18
）

田
野

成
智

（
S
39
）

山

田

武
秋

（
S
42
）

日
向

裕
司

（
S
54
）

外
山

浩
子
（
S
32
〕

松
橋

輝
男
（
S
25
）

戸
澤
聴
（
S
4
0
）

星
野

健
秀

（
S
43
〕

橋
本

玲
子
（
S
60
）

在
京
白
堊
会
役
員
（
敬
称
略
）

お

願

い

会の運営のために、みなさまに年会費二千円の振込みをお願いしておりますが、未納の方は同封の「払込用紙」にて納入をお願い致します。（事務局より）

在京 白 堊 会 幹 事 （ 敬 称 略 ）

佐藤 吾平

佐藤小太郎

手塚 光郎

坂水 孝

藤田敬一郎

S 17 小綿 恭一

S 18 荒木田和世

S 19 舘下 忠夫

S 20（A）囲安 輝久

S 20（B）高 藤五郎

S 22 小 川 達男

S 24 小川 茂

S 2 5 内田 禎二

S 2 6 大平 洋司

S 27 浅沼 栄一

S 28 小 田島雅也

S 29 興津 推信

S 30 佐藤 陽二

S 3 1 阿部 克行

S 32 川 口 一夫

S 33 綾部祥一朗

阿部 文弥

八重畑達男

宮野 和夫

春山 節 男

鎌田 潤一

佐々木則雄

幅舘 悠

切田 義憲

藤原 禎助

川村 伶

小林瞑一郎

村井 礼子

松尾 忠良

外山 浩子

湯浅 正

S 3 4 田村 捷利 細越 峻

S 3 5 太田 敏 照井 英夫

S 3 6 間瀬 隆男

S 3 7 畠山 繁 春山攻一郎

S 3 8 坂井 興一 吉田 昌弘

S 3 9 神 啓子 田野 成智

S 40 谷藤 典昭 戸澤 聴

S 4 1 畠 順一郎 藤原 昭夫

S 42 船越 巧子 山田 武秋

S 43 玉沢 健児 森田 健二

S 44 片 山 卓朗 佐々木 豊文

S 45 岩澤 新治 加藤 文也

S 4 6 岩泉 宏 羽根川 信

S 47 川辺 昌志

S 48 岩瀬佐千世 戸田 純

S 49 谷地 孝

S 50 佐藤 法雄 松坂 裕希

S 5 1 橋本 守

S 52

S 53 浅利富貴子

S 54 日向 裕 司

S 55 佐藤 淳 沢 完治

S 5 6 小原 公一

S 57 村上 秀哉

S 58

S 59 村上 太

S 60 橋本 玲子 及川 孝信

S 61

S 62

S 63 菊池 拓

H l 佐 々木康文

H 2

H 3 泡渕 栄人

H 4 野崎 俊剛

H 5 清水畑貴彦

H 6 砂山 朋子 千葉美由紀

H 7 日山 捗

H 8

H 9

H lO 吉 田 透

H ll

（ 昭和 卒業 年次 は「 S 」、 平成卒 業年 次 は「 H 」 で略記 しま した。）



在京 白 堊 会 報 （ 4 ）

事務 所 が変 わ りま した

事務局長 に馬場 さん

今

年

の
総

会

で
、

こ
れ
ま

で

の
星
野
健
秀

法
律
事
務
所

に
変
わ
り
、
産
報
佐
久
間
ビ
ル

（
下
図
）

へ
の
事
務
所

変
更
が
了

承
さ
れ
ま

し
た
。

併

せ

て
、
新

事
務
局

長

に
は
馬
場

信
さ
ん

（
昭
和
41
年
卒
、
産
報
出
版
㈱
社
長
）
が
、

事
務
局
次
長
に
白
石
源
次
郎
さ
ん
（
昭
和
41

年
卒
）
と
岩
澤
新
治
さ
ん
（
昭
和
45
年
卒
）

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

新
事
務
所
は
JR
秋
葉
原
駅

の
す
ぐ
近
く
で
、

会
議
室
も
あ
り
、
会
合
や
諸
作
業

の
場
所
と

し
て
ピ

ッ
タ
リ
。
ま
た
、
平
成
卒
業
生
も
含

め
た
若

手

の

ス
タ

ッ
フ
も
揃

い

つ
つ
あ
り
、

今
後
の
組
織
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

在京 白 堊 会 事 務 所 案 内 図

1 0 1－0025 東京都千代 田区佐久間町 卜11 産報佐久間 ビル
産報出版㈱内
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上野
昭
和
通
り

総武線
千葉

産報
佐久 間 ビル

J R 秋葉原 （丑

②

お茶の水

ワシ ン トン ホテ ル

神田川

（ D ：J R 秋葉原駅 昭和通口徒歩 1分
②：営団地下鉄 日比谷線秋葉原駅 5 番出口徒歩す ぐ

③：都営地下鉄新宿線岩本町駅 秋葉原方面出口徒歩 2分

盛
中
を
敬
愛
し
た
志
賀
先
生
平
野
恵
一
（
昭
和
3
0
年
卒
）

在
京
白
堊
会
第
一
回
総
会
は
、
上
野
の
精
養
軒
だ
っ
た
。
大
先
輩
方
に
交
じ
っ
て
下
働

き
し
た

こ
と
を
思

い
出
す
。

私

は
若

い
方

で
、
知

っ
て
い
る
後
輩

は
政

治
家
修
行
中

の
玉
沢
徳

一
郎

（
S
31
年
卒
）

さ
ん
だ
け
だ

っ
た
。
裏
方

の
山親
分
は
岩
手
日

報
東
京
支
社
編
集
部
長
の
馬
場
勝
行

（
S
24

年
卒
）
さ
ん
。
馬
場
さ
ん
の
指
揮
で
応
援
旗

や
式

次
第

を

玉

沢

さ

ん

と

一
緒
に
貼

っ
た
記
憶
が
あ
る
。

私
は
愛
校
心
が
特
別
強
く
て
創
立
総
会
の
手
伝
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
時
お
仕
え
し
て
い
た
岩
手
旧
二
区
選
出
の
志
賀
健
次
郎
（
一
関
中
学
、
T
1
2
年
卒
）
代
議
士
の
「
行
っ
て
き
た
ら
」
と
い
う
す
す
め
で
、
駆
け
つ
け
た
よ
う
な
わ
け
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
在
京
白
壁
会
設
立
の
機
運
を
高

め
た
甲
子
園
の
全
国
高
等
学
校
野
球
大
会

に

も
、

一
高
が
勝
ち
進
む
た
び

に
、

「
落
ち
着

か

な

い
だ

ろ

う

、

行

っ
て

こ

い
よ

。
」

と

仰

っ
て
、
秘
書

の
私

に
時
間
と
小
遣

い
を
下

さ

っ
た
。
先
生

は
盛
中
が
お
好
き
だ

っ
た
。

関
中
時
代

は
宿
敵
盛
中
を
倒
す

こ
と

に
全

校

が
燃
え

て
い
た
そ
う
だ
。

日
報

の
学
力

テ

ス

ト

で
も
柔
道
大
会

で
も
勝

て
な
か

っ
た
頃
、

盛
岡
で
開
か
れ
た
全
県
下
中
学
生
雄
弁
大
会
で
自
分
が
優
勝
し
た
こ
と
が
盛
中
を
破
っ
た
最
初
か
も
し
れ
な
い
と
、
ほ
ほ
を
崩
し
て
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
生
活
の
記
念
に
、
外
務
次
官
の
出
渕
勝
次
（
M
2
9
年
卒
）
さ
ん
か
ら
紹
介

状
を
も

ら

っ
て

「
君

の
親
父
と
同
級

の
村
上

栄
郎
（
T
13
年
卒
）
さ
ん
と
満
州
（
中
国
東

北
部
）
を
無
銭
旅
行
し
た
も
ん
だ

」
と
、

ハ

ン
グ

リ
ー
な
が
ら
青
雲

の
志

に
燃
え

て
い
た

青
春
時
代
を
よ
く
話
し

て
下
さ

っ
た
。
そ
し

て
、
戦
後
初
め

て
の
総
選
挙
に
立
候
補
し
て

落
選
し
た
時
、
鹿
島
精

一
（
M
25
年
卒
）
さ

ん
か
ら

「
選
挙

に
出
る
時
は
先
輩

に
挨
拶
す

る
も
ん
だ
」
と
心
暖
か
い
励
ま
し
を
受
け
た
こ
と
な
ど
、
尽
き
る
こ
と
な
い
盛
中
絡
み
の
話
を

さ
れ
る

の
だ

っ
た
。

先
生

は

「
い

つ
か
、
在
京
白
堊
会
で
『
関

中

か

ら
見

た
宿

敵
盛

中

』

を
話

し

て
み

た

い
」
と
仰

っ
て
い
た
が
、
そ

の
実
現
を
み
な

い
ま
ま
平
成
六
年
九
月
他
界
さ
れ
た
。
葬
儀

委
員
長
は
玉
沢
防
衛
庁
長
官
だ

っ
た
。

来
年

は
い
よ

い
よ
西
暦

二
〇
〇
〇
年
。
母

校
盛

岡

一
高

は
、
創
立

一

一〇
周
年
を
か
ぞ

え
、
四
代
目

の
新
校
舎

「白
堊
城
」
の
建
設

も
、
来
年
初
頭

の
竣

工
に
向
け

て
順
調

に
進

ん

で

い
る

。

そ
し

て
、
今
年

わ
が
在
京
白
堊
会
は
創
立

30
周
年
を
迎
え

て
、
事
務
局
が
馬
場
信
さ
ん

（
昭
和
41
年
卒
）
の
産
報
出
版
に
置
か
れ
新

た
な

ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

秋

葉

原

駅

の
す

ぐ

近

く

、

交

通

至

便

も

あ

っ
て

、

た

び

た

び

同

窓

生

が

集

ま

っ
て

交

流

を

深

め

て

い
る
。

ま

た

、

会

の
運

営

を

支

え

る

事

務

局

の

雑

務

を

、

若

手

が

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

で
手

伝

う

強

力

な

体

制

が

で

き

つ

つ
あ

る

。

こ

の

会
報

の
封
筒

入
れ
も

新
事

務
局

で
十
数
人

の

若

手

が

、

ワ

イ

ワ

イ

お

し

ゃ

べ
り
し
な

が

ら

作
業

す

る
（
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
。

「
他

の
同
窓
会
と

は
ひ
と
味
違
う
、
若
く

明
る

い
在

京
白
堊
会
を
創
っ
て
い
き
た
い
。

そ

の
た
め

の
オ
ー
プ

ン
な
事
務
局

に
」
と
い

う

の
が
、

馬
場

、
新
事
務
局
長

の
抱
負
と
い

う
。

ど
う

か
先
輩

の
み
な
さ
ま
、
あ
た
ら
し

い

事

務
局
を
応
援
し

て
あ
げ

て
く
だ
さ

い
。

（
編
集
子
）


